
学校法人庄内神社学園 庄内こどもの杜幼稚園 

令和４年度 学校自己評価結果公表シート 
 

１．本学園の保育理念 
学校法人庄内神社学園は、教育基本法及び就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律に従い、学校教育

及び保育を行い、神社神道の精神に基づく学校教育と保育を行ない、次代の日本を担うにふさわしい人材を育成することを目的とする。 

（学園寄附行為：第１条） 
 

２．本年度、重点的に取り組む目標や計画 
・キャリアパス改定 

・共通と保育向上のミーティングの運営改善 

・保護者支援の充実と援助 

・業務効率を上げる改善 

・食育の活性化 
 

３．評価項目 

評価項目 結 果 

〇教育課程・指導 
【園内行事のマニュアル整備】 

・園内の行事の意義を確認し、進め方の助けとな

るノウハウを残す等見直しをする改定をする。 

【食育の活性化】 

・前年から続けた栄養士の保育参加など、食育活

動をより推進する 

・行事の意義を確認しながら進め方のマニュアルは適宜変更し、行事によって未整備であ

ったものはマニュアルを整備しつつ共有データ化した。 

 ただ新たなノウハウを残すまでは至らなかった。 

 

・前年度から始めた園庭食育をより促進するため、「プチ園庭食育」という不定期の活動

を給食室裏に作った「きゅうしょくしつのうえん」の食材も使いながら実施した。 

〇組織運営 
【キャリアパスの改定】 

・園全体の業務の運営を円滑化する。 

・それぞれのキャリアに応じた（社会性・専門性）

育成プラン作成。 

【園内業務のデジタル化】 

・デジタルテレビを活用したリアルタイム配信、

新たに導入した、ルクミーや、グーグルフォー

ムを利用 

・新たに総務担当の指導保育教諭を付け、園全体の業務の整理と管理促進をした。 

・次年度に向けて、役職ごとに職責・職権や専門性・社会性を再整理した。 

・中堅保育教諭以上にリーダー研修を実施した。 

 

・本年度４月から導入したデジタルテレビを活用しての行事運営やクラス懇談、通常保育

に使用をしながら運動できた。 

・今年度新たに導入したルクミーを混乱なく導入できた。 

・クラス懇談や行事の出欠を用紙からデジタル申請に切り替えることで、業務の省力化に

つながった。まだまだ改善余地はあるので、より促進できるように進める。 

○研修（資質向上の取組） 
【園内研修の改善】 

・環境視点を入れた園内公開保育の改善 

・仲間作り研究会の公開保育実施 

・中堅リーダー研修や新任研修の実施 

・園内公開保育で、多様な視点を入れた検討会実施を検討したが、積極的な実施とはいか

なかった。 

・「保育と仲間作り研究会」主催の公開保育で他園教員や大学教員のフィードバックを得

て、現在の園の立ち位置や課題が明確化し、改善のきっかけとなった。 

・中堅や新任に合わせて、個別の研修を実施した。 

○子育て支援 
【子育て支援事業の改善】 

・意義を確認しながら事業の整理をして、保護

者交流を進める。 

・在園児保護者も親として学べる交流をクラス

懇談時に実施 

・子育て支援事業を、内容を分かりやすくするため、「まなとも」「おやリフ」などのネー

ミング変更をして、内容を当園ならではの内容に変更して実施した。 

一部の子育て支援事業では、親同士が交流できる時間を設けた。 

・クラス懇談のテーマを、保護者が育児が振り返るテーマを設定した。 

 

４．財務の状況 
公認会計士より、現在のところ問題ないとの報告を受けている。 

 

５．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

結 果 理 由 
おおむね良好であった ・昨年度の振り返りをもとに今年度計画した事は、おおむね良好に実施できた。 

・保護者アンケートでも、おおむね良好な評価を得ることが出来た。 
 

６．今後取り組むべき課題 

課 題 具体的な取り組み方法 
・教育課程・指導 

・組織運営等 

保育の質向上に加え、保育の評価する力を向上できる仕組みづくり 

業務改善や保育の質を向上できるような、さらなる組織運営改善 
 

７．学校関係者の評価 
先生が子どもの個性に合わせて保育してもらっている。 

保護者会活動に対しても、自分たちがしたいことを園がバックアップしてくれている。夏祭りも開催できた。 

園で行っている食育がとてもよく、給食で食べられるものが増えた。 

新しくできる義務教育学校と園とで、０歳から１５歳までの連携ができればいいと思う。 

クラスでも年少・年中・年長が、別々のクラスになっているのは交流のためと聞いてなるほどと思った。 

各クラスでも自分の顔写真で自分の作品がわかるのはいいと思う。 
 


